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今こそ、ベンチャー間の
コミュニケーションが必要だ

司会　皆さん、こんにちは。今日は
「これからの会津ベンチャーを考え
る～平成 23 年、50 社 100 億を目
指して～」というテーマで座談会を
開催したいと思います。
　ご承知のように、現在、福島県に
おきましては「技術立県」を標榜し
ております。また会津若松市として
は 3年前から IT 戦略アクションプ
ログラムを作成し、5年後の平成 23
年に IT ベンチャー 50社、売り上げ
100 億円、雇用創出 500 人という
目標を掲げております。しかし、現
状では IT ベンチャー企業の社会的認
知度は未だ低く、様々な点で信用度
もあまり高くないと言えます。その
結果、企業の経営面で大変困難な側
面を抱えていることも事実です。そ
こで、IT ベンチャーを会津地域はも
とより全国的に PRし、社会的認知
度を高める努力をすることが、この
大きな目標を達成するためにも必要
なここと考え、その一貫としてこの
座談会を企画いたしました。
　では、まず皆さんから会津ベン
チャーに対する所感をお聞きしたい
と思います。最初に会津大学産学連
携コーディネーターの本杉さん、お

じゃないかという危機感を持ってい
ます。会津のベンチャー企業はせっ
かくいいポジショニングにあるわけ
ですから、そのポジショニングを生
かすも殺すも、皆さん方の英知を結
集しない限り達成できないと思って
います。今日は皆さんの忌憚のない
ご意見を期待しています。
司会　マイクロアーツ社長の千葉さ
ん、お願いします。
千葉　マイクロアーツ社長の千葉で
ございます。本日ここにいらっしゃ
る皆さん方は大変おなじみの方ばか
りで、どこに行きましても同じ顔ぶ
れが並ぶことが多いんですね。それ
はベンチャーのネットワークが深
まってきたということかもしれませ
んが、逆に会津のベンチャーの数が
少なく、それぞれ専門分野があって、
なかなか連携できないということも
感じております。実際のところ連携
相手を求める場合、会津以外で探す
しかありません。ですから、会津地
域で IT を産業とするためには、まず
はもっと数が増えてほしい。いろい
ろな技術を持ったベンチャー企業が
増えてくれば、地域だけで連携する
ことができます。そうなれば会津の
IT 産業ならではの特性が出せるので
はないかと考えております。

 【出席者】

株式会社エマキ 代表取締役　秋月　直道
株式会社ティーアンドエフカンパニー
 代表取締役　本田勝之助
株式会社マイクロアーツ 代表取締役　千葉　宣明
会津若松市　産業振興部　商工課
 IT 産業振興担当　総務主幹　油川　一義
会津大学　産学連携 コーディネーター　本杉　常治
株式会社明天 顧問　田中　淳一

司会・株式会社会津リエゾンオフィス
執行役員リエゾンオフィサー  鈴木　健祐

これからの

会津ベンチ
ャー

を考える

50社100億を目指して
平成 23年

願いします。
本杉　私は３年前、文部科学省から
の派遣で会津大学にまいりました。
現在は産学連携コーディネーターと
していろいろな企業を訪問したり、
会津大発のベンチャーを応援したり
しながら、会津大学の産学連携を推
し進めております。こうした立場か
ら感じるのはベンチャー企業にはさ
らに大きく羽ばたいて欲しいという
ことです。今、会津の地場産業、漆、
酒、味噌醤油は残念ながらあまり振
るっておらず、そういう時だからこ
そ、会津の IT ベンチャーがそれらに
とって変わるような勢いをつけ、飛
躍して欲しいと希望しております。
司会　ありがとうございます。長年
関わってこられた田中さんはどう感
じていらっしゃいますか。
田中　私は会津リエゾンオフィスが
創設された時から様々な形で関わっ
てまいりました。これまで様々な企
業の栄枯盛衰を見てまいりました。
また最近では大きな課題も感じてい
ます。5年後に 50 社、100 億とい
う目標ですが、5年なんてあっとい
う間に過ぎてしまいます。今までの
抽象論ではなく、もっと具体的な手
法、施策に踏み込んだ解決方法をし
ない限り、絵に描いた餅で終わるん



自分たちで築いた人脈なり会社との
繋がりというものを、他の企業と共
有しながら、そこに新しいビジネス
チャンスを見出せるような体制が整
えばいいなぁと思っております。ま
た、会津の企業の抱える悩みを業界
ごと、会社の規模ごとにまとめると、
意外に同じニーズがあると感じてい
ます。そこで業界の垣根を超えた集
まりができ上がってくれば、より新
しいビジネスチャンスが見えてき
て、面白い展開になるんじゃないか
と。そうやって会津の経済的、産業
的な課題に一緒に取り組んでいける
グループをかたち作ることができれ
ばと思います。
司会　では最後になりますが、会津
若松市の商工課で IT 産業振興を担当
している油川さんにお聞きします。
油川さんは昨年 4月に経済産業省の
東北経済産業局から会津若松市に出
向してきていらっしゃいますね。
油川　そうですね、当時から主に産
学連携であるとか、いわゆる産業
クラスターを形成するという立場で
産業振興に関わってきました。実は
平成 10 年に会津リエゾンオフィス
が設立される前後から会津には何回
か来ておりました。その当時から比
べると、今現在で約 30 社、30 億、
300 名の雇用規模を超えるところま
で IT 産業を中心とする集積が高まっ
てきていること本当にもの凄いこと
だと感じております。経済産業省と
してもかなり注目しておりまして、
会津地域を産業振興の一つのモデル
として捕らえているところでござい
ます。
　冒頭にお話のあった IT 戦略アク
ションプログラムの目標ですが、こ
れは「50 社、100 億」という規模
までいけば産業集積という段階か
ら、クラスターと呼べる段階にいけ
るということであります。ただ、数
を増やすだけではなく、その過程で
人のネットワーク、横の繋がりがで
てきてこそ発展できるものと期待し
ております。

司会　ありがとうございました。皆
さんからひと通り会津ベンチャーに
対する所感をお聞きしました。さて、
田中さんは会津ベンチャーのこれま
での歩みについてよくご存知かと思
います。歴史的経緯、現状などにつ
いて少しお話していただきたいと思
います。
田中　ここにいらっしゃる起業家の
三人は会津ベンチャーの歴史の中で
は第二世代に属すると私は解釈して
おります。第一世代は「ナディス」
の宮澤さん、「シンク」の上野さん、
「あいづ・ジャパン」の山寺さんな
どが該当すると思います。第一世代、
第二世代までの方は本当に仕事をし
たい、商売がしたいという、かなり
自発的な気持ちに長けた人が起業し
てきたような気がします。それが最
近はちょっと希薄になってきたよう
に感ずるんですね。商売というのは
まずマーケットありきだと思うんで
すよ。マーケットがないところにい
くら最新技術をつぎ込んでも商売に
なるはずがないんです。最近の起業
家はアイディアや着想は面白い、素
晴らしいとは思うんですが、じゃあ
マーケットとのリンクはどうなん
だ、といった時にいい答えが返って
こないんですね。その辺がちょっ
と心配で、そうなるとこの「50 社
100 億」という目標は実現できるの
だろうかと思ってしまう。
　というのも、会津の地場産業は醸
造業、酒造業、漆器業ですが、この
三つの産業を合わせて 2、3年前の
データでは百数十億ほどの売り上げ
しかないんです。その後の減少分を
みると会津はどんどん地盤沈下して
いってしまう。ですから「50 社、
100 億」という目標は是が非でも
達成してもらわなければならない数
字だと思っています。そこで、5年
という短い期間でこの目標を達成す
るには私はもう少し視野を広げてみ
る必要がある気がします。例えば日
本人に限らず、外国人に目を向ける
ことはできないでしょうか。会津大
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司会　秋月さんはどのようにお考え
ですか。
秋月　エマキの社長をしております
秋月でございます。ずいぶん前に
なりますが、茨城県から会津のベン
チャーについて知りたいということ
で調査にいらした方がおりました。
その時はじめて会津にベンチャーが
集まりはじめている、全国的にも認
知されはじめているということを知
りました。ただ、私の場合、最近で
きたベンチャー企業とはほとんど付
き合いがなく、みんながどんな会社
を起こしているのか把握できていな
い状態です。そういう意味ではベン
チャー同士のコミュニケーションの
機会というのを設けていきたいと考
えています。
司会　ありがとうございました。そ
れでは T&F カンパニーの本田さん、
お願いします。
本田　T&F カンパニーの本田勝之
助です。私は会津のために、この会
津大学をどう生かしていけるか、そ
ういう社会的課題の一端を自分自身
が担っていきたいという思いから起
業しましたから、そもそもの目的が
会津の企業のために何かをしたいと
いうところにあります。ですから現
在、私個人で東京の企業にコンサル
ティングで入ったり、アライアンス
を組んで新しい商品やサービスを
作ったりしていますが、そういった
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学の先生方を見ていると、海外から
来た先生方というのは非常に積極的
で、ハングリーですね。我々に欠け
ているのはそのハングリー精神なん
です。この気持ちがなければ企業と
してもこれから成長もしないだろう
し、大きな売り上げも期待できない。
会津大学の大学院にはまだ枠があり
ますから、海外からの留学生を積極
的に受け入れ、互いに競い合うこと
で新しいものが生まれてくるんじゃ
ないかと私は思います。会津地域に
おいて IT 産業が新しい産業として根
付いていかなければ、会津の地盤沈
下は止めることができないんです。
全体のイノベーション（革新）が高
まらなければ新しい企業は生まれて
こない、新しい企業が生まれてこな
ければ時代は変わらない、そんな気
がします。

知識と勇気、行動力を携えた
起業家による時代の革命

司会　みなさんがベンチャー企業に
対して感じていること、そして現在
直面していることについてはよくわ
かりました。では、次に「何故起業
をし、何故それを支援するのか」。
このあたりに焦点を当てて議論を深
めていただきたいと思います。
　まず起業された三人の方に伺いま
すが、何故、起業したのか。本田さ
んの場合はどうだったのでしょう
か。
本田　会津のために何かしたいとい
うのが私の最大の理由でした。しか
し、最近ベンチャーという一つの括
りの中で考えた時に、やはり時代が
変わっていく際に、これからの時代
に必要なシステムや考え方が大きく
変わる時があるんだろうと思いま
す。一つ前の時代に必要だといわれ
たものでがっちり固めた経営をして
きた組織体なり、経営者なりは、次
の新しい時代の変化の兆しを察知
し、その変化を受け入れることが難

が立ち上がってきた頃、今のソフト
の基本部分を考えました。その頃は
公共事業なども盛んに発注されてい
ましたので、図面の仕事はかなりの
需要があったんです。順調に仕事が
進んでいましたので、この時期にや
はりモノを作りたいなと。それが今
から 4年程前です。

最大の問題は資金繰り
それを支えたのが
会津リエゾンオフィスだった

司会　皆さん方は実際に起業するに
あたって、または起業されてから、
おそらくいろんな問題にぶつかった
り、悩みを抱えたりしたこともあっ
たんじゃないかと思います。そう
いったときに、こういう支援をして
もらって助かった、またこういう支
援があればもっとうまくいっただろ
うということはないでしょうか。
千葉　確かに起業する際にはそれだ
けの能力があると思って起業するわ
けですが、実際に起業してみると、
あらゆることを自分でやらなくては
いけません。モノを作るのも、営業
をするのも全部一人でやらなければ
ならない。一人で全ての能力を備え
た人間というのはそうはいないと思
います。では、能力を持った人間が
集まればいいという話になるんです
が、なかなかそういかないのが現実

しいのでしょう。その時に、過去に
縛られずに未来を見据えて行動する
人たちが出て行かないと、社会全体
が変わっていかない。新しい時代に
は必ず違ったものが求められます。
その違ったものを自由に具現化し、
体現化する役割が会津においても日
本においても必要なんだろうと思い
ます。時代が変わるに伴って自分た
ちもやり方を変えなくちゃいけな
い。その時の勇気だったたり、ちょっ
とした知識だったり、バイタリティ
だったりというものをもって起業し
た IT ベンチャーに、産業そのものを
変えていくという大きな使命がある
んじゃないかと思っています。
司会　秋月さんの場合はいかがで
しょうか。
秋月　私の場合は起業したというよ
りも、6年前にUターンしたときに、
現在のビジネスのコアになる技術に
出会い、非常に衝撃を受けたんです
ね。あたりを見回しても同じような
技術はどこにも見当たらないし、こ
れを生かさない手はないなと。親会
社のほうも非常にニーズを感じてい
ましたので、ぜひこの技術をビジ
ネスで使えるものにまで開発しよう
と起業しました。商品化は手探り状
態でしたが、ある程度親会社の援助
がございましたので、いろんな方の
ニーズを聞きながら少しずつ商品化
していくことができました。実際、
商品化できたのは 3年程前です。今
振り返ると、もし資金力がなかった
ら商品化の手前でおそらく挫折して
しまっただろうと思います。
千葉　私の場合はただ一つ、モノを
作ってみたい、自分で作り上げたも
のを売りたい、その気持ちから起業
いたしました。独立当初はソフト
ウェアを販売したいと思っても、売
る術がありません。当時はインター
ネットも普及しておらず、一度は挫
折しました。建設関係の図面を手が
けながら、再挑戦する機会を狙って
いまして、ちょうどインターネット
が普及し、インターネットビジネス



願いはしているの？」、「決算はどう
して赤字なの？」。いわゆる官の障
壁です。最初はどうしたものかと思
いましたが、様々な方からお知恵を
拝借させていただいて、少しずつ乗
り越えることができました。一番大
きなステップは国土交通省の新技術
登録制度、ネティス（NETIS）への
登録です。これは我々のような実績
もなにもない小さい会社が新しい技
術を登録して使ってもらうという制
度です。そこに登録した技術は当然
他にはない技術ということになりま
すので、随意契約、特命の契約にな
るんですね。入札の制度には乗って
こないんです。そこで小さな仕事を
重ねながら実績を作ってきました。
今はいろんな官庁でもそういった制
度が緩和されてきていると思います
が、いまだに官は硬いですね。
　あとは官の仕事ですから年度、年
度の仕事になるということです。5
月、6月から受注がはじまり、納品
が 3月ぐらいになります。お金をい
ただけるのはさらにその先になるん
ですね。受注が増えれば増えるほど
資金繰りが大変になります。それが
ちょっと悩みです。
本田　私が会社を作るときに最初に
相談したのはリエゾンさんでした。
一緒に起業したいという仲間ととも
に会社を訪れ、自分たちの思いを聞
いてもらいました。これは小さなこ
とかもしれませんが、「よし、頑張れ」
と背中を押してくれたひと言が私た
ちにとって大きかった。非常に心強
かったし、勇気をもらいました。
　資本金はそれぞれのメンバーが親
に借りて一千万円集めました。です
が、初期投資が思った以上にかかり、
一ヶ月で資本金が半分になったんで
すね。まず家賃、当然ですがそこに
敷金、礼金が加わります。そしてパ
ソコン、サーバーの設置、事務用品
等々、あの時、民間でも支援機関で
もいいですが、イニシャルサービス
があれば、かなり楽だったんじゃな
いかなと思います。

　仕事をはじめてからも問題はあり
まして、ベンチャーしたからにはや
はり新しい技術を用いて活動しよう
とするわけで、でもその新しい技術
はクライアントにしてもリスクが高
いんですね。当時 Java というのは
非常に新しい技術で、どの会社も
ほとんど手をつけていなかったんで
す。そんな中で「Java の開発ができ
ます」といっても信頼をもらえない。
逆に自分たちがメインとしない技術
の仕事を紹介されたこともありまし
た。そこで考えたのが Java での実
績を作るための商品開発をして、自
分たちの技術力を示す機会が必要だ
ということだったんです。その時に
リエゾンさんのアドバイスを受け、
採択されたのが東北経済産業局管轄
の経済産業省の補助金でした。これ
は非常に助かりました。というの
は、自分たち若いメンバーが自信を
もってこのサービスにかけたいとい
う商品が作れないうちに、第三者の
資本が入り、どこかの子会社化する
というのだけは避けたかったからで
す。結果としてその補助金で作った
ものを持って東京に売りに行き、自
分たちの技術力を認めてもらうこと
ができました。補助金というのは製
品が作られ、売られる成果だけでは
なく、それで示せた技術力が他の仕
事に繋がるんだということを実感し
ました。
　今の課題はマーケティングをした
上で、自社の強みやパートナーと一
緒のサービスをどう商品化し、どう
展開し、保守運営していくかという
ことです。これはベンチャー企業に
おいては必ず求められる能力ですの
で、その部分に特に力を入れていま
す。そういったところも支援してい
ただけるのならば有り難いと思いま
す。
司会　なぜ起業するのかというとこ
ろからはじまりまして、起業するに
あたって、或いは起業した後の過程
でいろんな問題点や課題がどういう
ところにあったのか、さらにどうい
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です。私の場合、自分の能力が足り
ない部分を随分いろんな方に補って
いただきました。例えば資金面です
が、金の調達方法が全くわからな
かった。そこでリエゾンさんに相談
しました。リエゾンさんがなかった
ら私のビジネスは全く何もはじまっ
ていなかったと思います。次にビジ
ネスを展開するときのマーケットに
関しても、世の中のニーズがわから
ない。そこで専門家を紹介してもら
いました。おそらくこれから起業す
る方は、何かしら自分の能力に自信
を持って独立すると思いますが、同
時にそれ以外のものは何もない状態
からはじまると思うんです。そう
いった状態を地域のネットワークが
補っていかないと、どうしても途中
でガクッとなってしまうんじゃない
かなと感じています。
秋月　我々の場合は当初、建設関連
分野の仕事を取ることが目標で、そ
うなるとほとんどが官の仕事になる
わけです。まず技術を見ていただく
のに非常に時間がかかりました。有
名な企業ですとすぐにでも見てい
ただけると思うのですが、会津若
松の片田舎の会社で「30 分だけで
も」といってもなかなか時間がいた
だけない。やっと話を聞いていただ
けて、「いいね」という感想が聞け
ても、「ところで実績は？」という
話になってしまう。その次に「指名
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う支援が有効であったのかについて
お話をいただきました。
　今度は支援サイドからお話をいた
だきたいと思います。まず行政の立
場から油川さんにお願いいたしま
す。
油川　なぜベンチャーを行政が支援
するかということですが、地域の経
済を考えてみた時に、次々と新しい
イノベーション（技術革新）が湧き
上がってこない地域は停滞してしま
うんですね。これはベンチャーに限
らず、既存の産業についても同じこ
とが言えます。漆器業界の例で考え
てみると、一時は高度経済成長の波
に乗って、ばんばん漆器が売れた時
代があったんです。その時は技術革
新によって量産化が可能になり、そ
の結果として会津地域の漆器産業が
いろんな場面で受け入れられ、広
がっていった。漆器産業全体として
数百億まで売り上げを伸ばす産業に
発展していった時代でした。ただ、
その成功体験が停滞の一つの要因に
もなってしまったと思います。その
後の新しい技術革新なり新しいビジ
ネス展開の努力をやめて、安住して
しまったとは言えないでしょうか。
業界構造も昔からの商店、問屋を中
心とする分業体制をとっていたの
で、現代の多様化した消費事情にス
ピード感をもって対応できなかった
ところがあったと思います。
　つまりベンチャーと言った時に、
私としては起業だけではなく、既存
産業におけるベンチャービジネス、
第二創業のようなものも地域にとっ
ては必要だと思っております。そう
いう部分を行政として支援していか
なければ、地域自体が停滞して定住
人口の減少に繋がり、地域が活力を
失ってしまうと思っています。
　会津大学開学を契機にここまで IT
ベンチャーが育ってきましたから、
行政としても IT を起爆剤として地域
全体の産業の活性化に繋げたいとい
う思いでおります。
　補助金制度については国、県では

非常に積極的に支援しております。
ただ補助金制度の難点、補助金を活
用して研究開発をしている間はその
開発経費は自己負担になってしまう
こと、最後に技術開発の成果を納品
し、認証を受けてはじめて補助金が
出るという仕組みなどについては、
国の制度である程度概算払いができ
るようになってきています。東北経
済産業局においても金融機関とタイ
アップし、技術開発の補助制度の採
択を受けた企業に対しては、その書
類を持っていけば運転資金を貸して
くれるという制度もやっています。
お金の面ではだいぶ支援体制は整っ
てきているように思います。ただイ
ニシャルサービスについては、我々
地方自治体の役割かなと思っていま
して、いかにこの地で起業してもら
えるか、その基盤作りをわれわれ行
政がしっかりやらなければ、若い起
業家、起業を志す人たちが地域から
出て行ってしまうと思います。その
点については来年度以降、イノベー
ションのシステムに力を入れようと
考えています。
司会　大学側はどのようなご意見で
しょうか。
本杉　大学がベンチャーをいかに支
援できるか。いろいろ考えて見ます
と、技術的な面でしたら比較的簡単
に支援はできます。経済的な面では、
例えば大学の特許を使用する際には
ベンチャー企業にはロイヤリティを
低く抑えるとか、もしくはゼロにす
るということになるかと思います。
司会　田中さんのご意見はいかがで
しょうか。
田中　ここにいらっしゃる三人とは
付き合いが古く、話を聞きながらこ
れまでのことを思い浮かべていまし
た。皆さん方は素晴らしい企業人で
すよ。経営者としても人間的にも私
は尊敬しています。だから支援のや
りがいのあった企業だったと思って
います。皆さん方立派に実績を上げ
られて、いい会社になっておられま
す。

　そこで次のステップへの成長に向
けて、私からアドバイスを申し上げ
たい。一つの技術開発には 2年から
3年の時間がかかります。それから
先、商品化まで、さらに 1、2年は
かかります。その間に莫大な資金が
必要であり、資金が続かなくなって
倒産するという場合が多いような気
がします。一つの技術が完成し、次
の開発に取り組む場合はさらに大変
です。ですから、できれば今ある技
術をいろんな意味で横に広げること
で企業を大きくしていくという考え
方をしたほうがいいと思います。あ
るベースがあって、それだけの単独
商品としては、せいぜい数百万円の
価値ですが、それをシステムとして
拡張商品に展開することによって数
千万円の商売規模になります。それ
にそのほうがリスクは少ないんです
ね。そうやって 20億、30億規模に
まで成長した企業はたくさんありま
す。
　結局ある程度のレベルに達した
ら、その次にもっと大きな夢を自
分にプレッシャーとしてかけない限
り、その企業は滅びていくんです。
残念だけど、それが社会の掟なんで
すね。少なくとも今日お集まりの三
人の経営者は様々問題を抱えている
かもしれないけれども、社会的には
成功者となっているんです。だから
現状に甘んじることなく、さらに高
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い目標を持って欲しい。その過程で
今までとは違った意味での支援機関
の活用法を提起していただきたい。
行政や支援機関という公的な立場は
税金で運営していますから、公平の
原則というものがあります。やはり
特定の個人、特定の企業に対する財
政支援はできません。ですが、視点
を変えたら支援できることもあるは
ずです。皆さん方からどんどん問題
提起していただければ、それが逆に
皆さんがたのステップアップに繋
がるんではないでしょうか。

会津にしっかり根を下ろし、
会津を強みに変えるビジネス展開を

司会　では次に「何故会津で起業す
るのか、会津で起業するメリット、
デメリット」に話を広げたいと思い
ますが、これに関しては先ほどから
様々お話が出ていると思います。何
か言い足りない部分があるようでし
たら、お話しいただきたいと思いま
すが、秋月さんは何かありますで
しょうか。
秋月　何故会津かというと、私が会
津に住みたいというその一念でござ
います。確かに会津でやっているこ
とのデメリットというのはビジネス
が広がってくるにつれて大きくなる
とは思います。ただそれに代えられ

も何か子に残したい、教えたいと思
うものがあるようで、親子 3代で青
果問屋でしたから、これまで築いて
きた信頼だったり、お客さんだった
りがあって、それらが自分とは全く
関係なくなるという寂しさはあると
思うんですね。そう考えたときに、
父と仕事をしたい、父と顔を合わせ、
何かあるごとにちゃんと話すように
したいと思うようになりました。そ
れはやっぱり若いときにしかできな
い大事な一つなんだろうと思うんで
す。私どもの社員は日本全国から会
津大学に集まってきたOBが多いの
で、彼らにも地元に帰るというキャ
リアもぜひ考えて欲しいと話してい
ます。何人かは「ゆくゆくは田舎に
帰ります」という独立心旺盛なメン
バーもいます。そうやって考えた時
に、会津の社会的な課題や地域の課
題を自分が事業化して、一つのモデ
ルになれれば、それがメンバーが故
郷に帰った時にやれることに繋がる
のではないかと思ったんです。そこ
でメリットということに繋がるんで
すが、会津の地域に絞って、農業も
食の加工も教育も、いろいろなこと
を見て、やってみると、地域の本質
的な課題というのが見えてくると思
うんです。さらに、それに対して IT
を使って何ができるかという視点で
ビジネスのモデルを考えることもで
きると思います。そういうビジネス
のモデルを最初に会津で作ってしま
えば、他の地域にも展開できると思
います。そういう意味で会津という
ものを強みに変えていくビジネスを
やっていきたい。東京に行かないと
職がないじゃなくて、会津でもちゃ
んと働ける場所を作ることで、会津
を暮らしやすく、働きやすいという
場所にしていきたいし、それが自分
たちのメリットにもなると思ってい
ます。
　デメリットをいえば、当然交通費、
拠点費用がかかります。連携という
コミュニケーションもテレビ電話を
使っていますが、結局ギャップが
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株式会社マイクロアーツ

代表取締役
千葉　宣明氏

ないものがあるということを私も社
員も感じています。
司会　メリット、デメリットについ
てはいかがですか？ 
秋月　メリットは、会津というネー
ムバリューの大きさです。お客さん
のところで「鶴ヶ城に行ったことあ
るよ」といった話題からはじめられ
ますので、非常にいいなぁと思って
います。これが他の地域ですと、な
かなかそういう切り出し方ができな
いんじゃないかと思います。もう一
つは私どもはいろんなマスコミに取
り上げられたりしますけど、それは
会津の会社だからだと思うんです
ね。東京で同じようなことをやって
いてもそんなに目立たないと思うん
ですよ。変なことをやっている会社
が会津にあるからこそ話題性がある
んだと思っています。
千葉　私にとっては地元で起業した
ことで、地元のいろんなネットワー
クを確保できたというのがメリット
です。というのも、今私は最大のマー
ケットである首都圏に積極的に営業
をかけているんですが、いかにして
ネットワークを作っていくかが課題
になっています。どうしても距離的
な問題がでてきます。インターネッ
トだとすぐに電子メールで連絡はで
きるんですが、やはり人間的な繋が
りがないとビジネスというのは立ち
上がっていかないんですね。そうな
ると電子メールより電話、一番いい
のは会って話すこと。そういう点
では首都圏のお客さんとフェイス・
トゥ・フェイスで話しをする機会が
ないので苦労しています。
本田　会津で起業することについて
ハタと気づいたことがあるんです。
その一つが親孝行は若いうちしかで
きないし、若いうちにこそしたほう
がいいということです。私の父は数
年前に大病をしたんですが、そのと
きにせっかく自分が田舎に帰ってき
て、故郷のためにと思って仕事をし
ているのに、父と一緒に仕事ができ
ないことを残念に思ったんです。父
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　では、我々行政は何をやらなけれ
ばならないか。それはベンチャービ
ジネスを起こすために必要な事業環
境の整備だと思うんです。今でも実
績の乏しいベンチャー企業の実績つ
くりということで、会津産 IT 技術
認定制度というものを作って優秀な
企業、技術を買おう、買ってもらお
うという活動もはじめています。そ
れから起業しやすい環境を作るとい
う点ではインキュベーションの施設
をもっと充実させなければならない
と思っています。さらに今日の座談
会を通じて、より思いを強く持った
のが、一人ひとりが挑戦者として頑
張りながらも、どこかでお互いの活
動を認め合うというか、必要なとき
にアライアンスがとれるようなネッ
トワークの必要性です。これは IT 企
業だけに限らず、会津のいろんな産
業界の人たちからも、業種を超えた
ネットワーク、或いは川上、川下の
流通を含めて自由に意見の交換がで
きる場が欲しいという声が上がって
います。今後この地域が活性化して
いく上で、大学、リエゾン、行政が
ここまでベンチャーが育ってきた成
果を共有し、協力しあうことで、さ
らにベンチャー企業が育ちやすい環
境づくりに尽力できたらいいと思っ
ています。
田中　ここにいるお三方はそれぞれ
一芸を持っていて、お互いにバッ

会津大学

産学連携コーディネーター
本杉　常治 氏

あったりします。でも近江商人じゃ
ないですけど、この山が高ければ高
いほどいい、山が高くなければ、他
の人も上ってきてしまうから、その
山の高さを自分たちの励みにして、
どれだけ高くても頑張ろうじゃない
かと前向きに捕らえています。
田中　今の本田くんの話はすごく重
要だと思うね。というのは、最近、
故郷を無くした企業が増えているよ
うな気がします。みんな根無し草に
なっているのね。皆さん方は会津が
いいということで会社を作ったわけ
だから、ここが会社の故郷なんだよ。
そうすると中途で採用した社員に
とっても、社長が思いを込めて設立
した本社が故郷だとの心が伝わると
思います。将来的に東京支社という
形で発展してもいいですが、本社だ
けはここに残すべきだと思うね。確
かに交通が不便かもしれない。でも
そんなことはたいしたことないんだ
よ。デメリットをメリットに変える
ことも経営者の考え方次第だと思う
よ。東京に行ってしまうと根っこが
なくなってしまってね、たくさんの
企業の中の一つになってしまう。で
も会津にいる限りは、会津若松の T
＆ Fカンパニーといったら上から数
えたら何番目かに入ってきちゃう。
そういうところに「鶏口となるも牛
後となるなかれ」という言葉がある
んだね。どこにいたって伸びる会社
は伸びるんだから。
司会　そうなると会津で起業するメ
リットは非常に大きいということに
なりますね。
田中　すごく大きいと思うよ。皆さ
ん方は会津に住んでいるからわから
ないかもしれないけど、会津の情報
系のベンチャーについては日本全
国が注目していますよ。

業種の垣根を越えたネットワーク
が新たなマーケットを切り開く

司会　そうだとすれば「会津におけ

るベンチャーの未来のために何が必
要か、さらに今会津に必要な産学連
携とは」についてはどんなお考えを
お持ちでしょうか。この二つを踏ま
えてお伺いしたいと思いますが、大
学側のご意見を本杉さん、お願いい
たします。
本杉　僕が皆さんに申し上げたいこ
とはもっと気楽に大学に来てくださ
いということです。会津大学は正門
もありませんし、守衛さんが立って
いるわけでもない。誰でも自由に入
れます。敷居が高いとおっしゃる方
もいらっしゃいますけど、決してそ
んなことはありません。産学連携だ、
なんだかんだ言ってもやっぱり人
と人とのお付き合いからはじまると
思うんです。僕もあちこち企業を訪
問したり、企業の方から技術相談を
受けて共同研究に発展したりしてい
ますが、やはり企業の方が大学に来
てくれるのは非常に有り難いことで
す。ですから、会津若松市内、会津
の地元の企業の方に「どうぞいらし
てください。そこからはじめましょ
う」と声を大にして言いたい。それ
が今会津に必要な産学連携の糸口
になるんじゃないかと考えておりま
す。
司会　行政の立場から油川さん、い
かがでしょう。
油川　今ここに支援機関を代表して
会津若松市と会津大学と第三セク
ターである会津リエゾンオフィスと
が参加させてもらっているんですけ
ども、それぞれ役割分担があると思
うんですね。大学においては人材育
成。優れた学生さんをどんどん輩出
してほしいということと、もう一つ
は起業家精神もテーマに掲げて取り
組んでほしいと思います。リエゾン
さんは、ここまで IT 企業の集積が
高まってきたというのは、ある意味
リエゾンさんがいろんな面で支援し
てきたおかげで、一つの成功のモデ
ルを作ることができたからだと思う
んですね。ですから今後もこれまで
と変わらぬ役割を期待しています。



でいろいろディスカッションしよう
という話を進めています。
田中　その作業においてはさっき申
し上げました公平の原則というのは
排除です。なぜかというと、公平の
原則だとみんなに声をかけて集まっ
てもらわなきゃいけない。そうする
となかなかうまくいかないんです。
仕方がないので、やる気がありそう
なところをピックアップして声をか
けました。この指とまれですね。で
すから、ある程度最初に仕掛けは必
要ですよ。
司会　さて、このように産学連携な
どについて支援機関からお話をいた
だきましたが、ベンチャー経営サイ
ドから何かありましたら、いい機会
ですので、お願いします。
千葉　会津地域は昔から観光地とし
て有名です。それは鶴ヶ城という
シンボルがあるからだと思うんで
す。今 IT 産業のシンボルは会津大
学です。ですから会津大学にはもっ
ともっと全国に目立っていただきた
い。もちろん私どもベンチャーの中
からも１社でも全国的に有名な企業
が現れて、産学双方でシンボル的な
ものができ上がってくれれば会津地
域も注目を浴びるようになるんじゃ
ないかなという気がしております。
秋月　先ほどの油川さんのお話をお
聞きして、我々もご協力したいと
思っています。一つの商品の完成度
が高くなって、次のものを造りたい
と思っても、身近にどんな会社が
あって、こんなことを一緒にやろう
としているのかという情報がなかな
かないんですね。そういう場所を
作っていただけると有り難い。そこ
に企業の代表者だけではなく、ス
タッフとか或いは会津大学の学生と
か、誰でも気軽に来て、一緒に話し
合えるようなそんな場所が欲しい
なぁと思っています。
田中　確かにそういうことに対する
支援というのは行政が一番できやす
いと思います。何も金を使わなくて
もいい。要するに号令をかけてもら

えればいいんですから。他の人が号
令をかけると色が付いてしまいます
が、行政だと無色なんですよね。
本杉　大学もそういう連携は可能で
すから、大学と行政の連携を軸にす
ればいいと思いますが。
油川　実は大学との地域連携強化の
ため、人事交流をしたいと思ってい
るんです。会津大学からも強い要望
があり、大学側と地域連携に関する
協定を交した上で、人的交流を進め
る考えです。リエゾンさんと行政は
第三セクターの関係ですので、まず
大学と市当局が協定を組めればと。
本杉　他の大学はよくやっています
よ。市や県の職員が机を置いて、そ
こで仕事をしているんですね。
油川　うちもそうすると気兼ねなく
大学に入り込んで活動ができるか
なぁと。
本杉　大学側からは来年度中に東京
にサテライト大学チームを作りたい
という話も聞いています。そこは企
業の人も自由に使うことができる、
という話も入ってきていますね。予
算的な面や場所についてはいろいろ
あるでしょうけれども、今後はだい
ぶダイナミックな動きが起こりそう
です。
司会　ありがとうございました。大
変貴重な、そして有意義なお話をい
ただくことができました。
　誤解を恐れずに言えば、ベン
チャーの経営にとって大事なのは知
恵とやる気であり、さらに欲をいえ
ば横の連絡、ネットワークだという
ことがポイントとしてでてきたと思
います。また、ベンチャーサイドか
らは支援機関による支援が非常に大
事だという話もありました。その支
援も本当に必要な支援をタイミング
よくやっていただかないと効果は出
ない、という話しだったと思います。
経営者の方、そして支援機関の方々、
両者ともこの座談会が大変有効なも
のであったといえるような働きかけ
をお互いにやっていただいて、会津
ベンチャーのさらなる振興を図って
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ティングするところがないんです
ね。前にベンチャー EXPOを企画し
た時に 20社以上が集まりましたが、
それぞれバッティングしているとこ
ろがないんですよ。通常の業界では
考えられません。そうなると次のレ
ベルに行くためにはやっぱりお互い
のコラボレーションというのが絶対
必要になってきます。お互いのいい
ところを融合させると、また新しい
マーケットが開けてくるような気が
私はするんです。
油川　やる気のある人たちが結びつ
くと、もっと素晴らしい技術やビジ
ネスが生まれてきますよね。醸造業
界でも漆器業界でも非常に頑張って
いる経営者さんがいらっしゃって、
既存企業なんですが、取り組みの姿
勢とかがベンチャーなんですね。こ
ういう人たちが交流できる場も作り
たい。
田中　革新的な考えを持っている人
はいるわけで、彼らが業種に関わら
ず自然的に集まって自由闊達な意見
を述べ合う場こそ、新しいものが生
まれると思います。
油川　実は今、中小企業基盤整備機
構というところがネットワーク作り
を応援してくれると言ってくれてい
ます。まずはいろんな業種から元気
な人を集めるところからはじめ、会
津を基盤に頑張っている人たちを紹
介するテレビ番組を作って、その中


